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各
会
派
の
略
称
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
日
本
共
産
党
）
日
本
共
産
党
小
金
井
市
議
団

（
公
明
党
）
小
金
井
市
議
会
公
明
党

（
改
革
連
合
）
改
革
連
合

（
改
革　

）
改
革　

21

21

（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）
小
金
井
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
自
民
党
小
金
井
）自
由
民
主
党
小
金
井
市
議
団

（
民
主
党
）
民
主
党
小
金
井
市
議
団

（
市
民
の
党
）
市
民
の
党

（
市
民
自
治
）
市
民
自
治
こ
が
ね
い

（
湧
湧
環
境
ク
）
湧
く
湧
く
環
境
ク
ラ
ブ

（
市
民
ウ
ェ
ブ
）
市
民
ウ
ェ
ブ

※
原
稿
は
市
長
部
局
の
答
弁
等
も
含
め
て

各
議
員
が
作
成
し
て
お
り
ま
す
。

一
般
質
問

武
井
正
明
（
改
革
連
合
）

　
�
東
小
金
井
駅
開
設
記
念
館
が

さ
る
４
月
１
日
に
市
に
寄
附
さ
れ

た
が
老
朽
化
に
よ
り
耐
震
性
に
お

い
て
構
造
上
危
険
が
あ
る
と
聞
く

が
、�
建
物
の
現
状
は
ど
う
か
。

�
問
題
が
あ
る
と
き
は
ど
う
す
る

の
か
。

　

市
長　
�
建
物
が
古
く
安
全
上

問
題
が
あ
り
集
会
所
と
し
て
使
う

こ
と
は
無
理
が
あ
り
ま
す
。�
グ

レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
て
会
館
ク
ラ
ス

の
も
の
に
し
て
い
き
た
い
。
近
く

の
東
小
金
井
展
示
場
は
借
り
上
げ

料
、
管
理
費
合
せ
年
間
で　

万
円

1000

近
く
か
か
る
の
で
、
こ
れ
を
返
却

し
展
示
場
も
含
め
た
機
能
と
し　
16

年
度
に
建
て
替
え
、　

年
度
に
開

17

館
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
�
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
創
設

に
つ
い
て
で
す
が
、
近
年
ひ
っ
た

く
り
、
空
巣
、
ド
ロ
ボ
ー
等
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
ひ
っ
た
く
り
だ

け
で
も
今
年
１
月
よ
り
７
月
の
間

に
市
内
で　

件
発
生
し
て
い
ま
す
。

37

武
蔵
野
市
の
よ
う
な
先
進
市
に
学

び
警
察
Ｏ
Ｂ
、
警
備
会
社
Ｏ
Ｂ
な

ど
に
嘱
託
と
し
て
依
頼
し
、
駅
周

辺
な
ど
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を
配

置
巡
回
さ
せ
な
い
か
。

　

総
務
部
長　

緊
急
雇
用
地
域
対

策
の
一
部
を
あ
て
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
検
討
し
た
い
。
警
備
会
社
に

委
託
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

東
小
金
井
駅
開
設
記
念
館
の

建
て
替
え
に
つ
い
て

露
口
哲
治
（
自
民
党
小
金
井
）

　

平
成　

年
度
末
起
債
残
高
は
約

22

　

億
円
、
さ
ら
に
退
職
金
需
要
の

360ピ
ー
ク
が
あ
り
、
今
後
高
齢
化
に

よ
る
税
収
減
と
福
祉
関
連
の
経
費

の
増
大
な
ど
が
予
測
さ
れ
る
。
一

般
家
庭
の
貯
金
に
あ
た
る
財
政
調

整
基
金
も
多
摩　

市
平
均
よ
り
一

26

ケ
タ
低
い
。�
起
債
残
高
な
ど
財

政
上
の
不
安
は
な
い
か
。

　

二
枚
橋
ゴ
ミ
焼
却
場
は
築　

年
40

以
上
と
い
っ
た
老
朽
化
施
設
で
あ

り
稼
働
の
目
安
は
平
成　

年
度
、

21

施
設
更
新
計
画
案
で
は
小
金
井
市

の
負
担
は　

億
円
と
も
よ
め
る
。

100

�
二
枚
橋
の
建
て
替
え
経
費
を
計

上
し
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

　

地
方
分
権
で
財
源
確
保
に
つ
い

て
は
色
々
と
工
夫
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
市
内
に
千　

本
あ
る
交

400

通
安
全
ミ
ラ
ー
の
柱
、
市
の
車
や

パ
ッ
カ
ー
車
の
ボ
デ
ィ
ー
、
マ
ン

ホ
ー
ル
の
蓋
な
ど
に
広
告
を
載
せ
、

さ
ら
に
広
告
の
方
法
で
特
許
ま
で

取
得
す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
莫
大

な
収
益
が
得
ら
れ
る
。�
地
方
自

治
体
と
し
て
の
制
約
は
あ
ろ
う
が

�
収
益�
を
考
え
て
く
れ
な
い
か
。

　

企
画
財
政
部
長　
�
起
債
制
限

比
率　

％
以
下
を
目
安
に
、
効
果

10

的
な
事
業
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

�
建
て
替
え
時
の
構
成
市
が
ど
う

な
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
計
上
で

き
な
い
。�
庁
内
広
告
検
討
委
員

会
な
ど
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

伊
藤
隆
文
（
自
民
党
小
金
井
）

　

中
央
線
高
架
時
に
武
蔵
小
金
井

駅
に
東
側
改
札
口
を
開
設
し
な
い

と
小
金
井
街
道
で
東
西
が
分
断
。

東
口
を
求
め
る
会
が
１
万
２
千　
161

名
の
署
名
を
集
め
た
。
陳
情
が
議

会
で
採
択
。
市
長
は
Ｊ
Ｒ
に
要
請

し
た
が
未
回
答
。�
小
金
井
街
道

の
拡
幅
は
。
人
身
事
故
が
毎
年
約

　

件
発
生
。
踏
切
解
消
で
事
故
が

60

増
加
・
重
傷
化
す
る
が
見
解
は
。

�
駅
ホ
ー
ム
が　

ｍ
も
東
側
に
出

50

て
毎
日
４
万
２
千
人
乗
降
。
東
口

が
な
く
て
市
民
は
納
得
す
る
か
。

高
架
と
共
に
南
側
が
再
開
発
さ
れ
、

東
側
の
約　

商
店
は
壊
滅
的
に
な

350

る
が
対
策
は
。�
大
災
害
時
に
駅

利
用
者
の
二
方
向
避
難
口
は
阪
神

大
震
災
で
教
訓
。
災
害
対
策
法
に

市
町
村
の
責
務
の
規
定
が
あ
る
が

対
応
は
。�
市
の
財
政
負
担
は
当

然
。
高
架
は　

年
ス
パ
ン
の
事
業

100

で
市
民
の
生
命
・
身
体
を
守
る
こ

と
は
市
政
の
第
一
義
。
画
竜
点
晴

を
欠
か
さ
な
い
よ
う
に
。

　

市
長　

東
口
の
開
設
は
市
民
の

陳
情
を
議
会
が
採
択
。
Ｊ
Ｒ
に
要

請
し
た
が
回
答
が
ま
だ
来
な
い
。

�
拡
幅
は
高
架
や
再
開
発
と
同
時
。

車
の
交
通
量
は
増
加
。�
乗
降
者

数
は
Ｊ
Ｒ
も
予
測
。
東
側
の
商
店

街
は
再
開
発
誘
導
地
区
に
指
定
。

�
二
方
向
避
難
口
は
Ｊ
Ｒ
に
話
し

た
い
。�
予
算
は
Ｊ
Ｒ
か
ら
東
口

開
設
の
回
答
を
得
て
措
置
す
る
。

武
蔵
小
金
井
駅
に

東
側
改
札
口
は
必
ず
開
設
を

財
政
計
画
は

こ
れ
で
い
い
の
か

 　
　
　
　
 
鈴
木
洋
子
（
公
明
党
）

　
�
音
楽
療
法
と
は
心
身
の
調
和

を
図
り
、
そ
の
働
き
を
活
性
化
さ

せ
る
音
楽
の
特
性
を
、
健
康
増
進

や
リ
ハ
ビ
リ
に
活
用
す
る
療
法
の

こ
と
、
人
の
心
と
体
を
い
や
す
目

的
が
あ
る
。
先
進
市
の
奈
良
市
で

は
、
平
成
９
年
か
ら
音
楽
療
法
を

実
施
し
、
現
在
で
は
音
楽
療
法
士

　

名
と
音
楽
療
法
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

12

の　

名
で
活
発
に
事
業
を
行
い
、

25
高
齢
者
の　

％
が
病
気
に
な
り
に

38

く
く
な
っ
た
と
効
果
を
示
し
て
い

る
。
小
金
井
市
で
も
本
格
的
に
音

楽
療
法
を
導
入
し
、
高
齢
社
会
に

対
応
し
な
い
か
。

　

市
長　

高
齢
者
に
と
っ
て
音
楽

療
法
が
元
気
に
な
る
も
と
、
そ
し

て
生
き
が
い
に
つ
な
が
る
な
ら
、

大
い
に
参
考
に
し
、
取
り
組
む
方

向
で
研
究
し
た
い
。

　
�
小
金
井
の
特
徴
を
生
か
し
、

文
化
、
芸
術
を
育
て
る
ま
ち
に
、

と
い
う
こ
と
で
提
案
す
る
。
自
然

と
の
調
和
で
芸
術
を
育
み
楽
し
む

た
め
に
、
小
金
井
に
あ
る
大
き
な

公
園
な
ど
に
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を

設
置
し
な
い
か
。
市
民
が
展
示
場

が
わ
り
に
し
た
り
、
若
手
芸
術
家

の
発
表
の
場
や
、
育
て
る
拠
点
を

提
供
す
る
の
は
ど
う
か
。
自
然
に

恵
ま
れ
た
環
境
を
活
用
し
て
は
。

　

市
長　

小
金
井
に
ふ
さ
わ
し
い

提
案
、
東
京
都
と
も
協
議
し
て
、

実
現
に
向
け
て
努
力
し
た
い
。

人
の
心
と
体
を
癒
す

音
楽
療
法
を
導
入
し
な
い
か

小
尾
武
人
（
公
明
党
）

　
�
武
蔵
野
市
の
セ
カ
ン
ド
ス

ク
ー
ル
は
、
自
然
体
験
学
習
と
し

て
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

私
は
平
成　

年
３
月
の
定
例
市
議

14

会
で
、小
金
井
市
に
ふ
さ
わ
し
い
宿

泊
体
験
学
習
へ
の
取
組
を
促
し
た
。

本
年
３
月
、検
討
委
員
会
に
よ
る

答
申
が
出
さ
れ
、小
学
校
の
宿
泊

体
験
学
習
に
つ
い
て
、現
行
の
２

泊
３
日
を
１
泊
増
や
し
て
３
泊
４

日
と
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い

る
。た
だ
し
教
員
等
の
日
程
調
整
、

医
師
や
看
護
師
の
配
置
、保
護
者

負
担
増
に
し
な
い
配
慮
等
慎
重
な

検
討
が
必
要
だ
と
の
指
摘
が
あ
る
。

　
�
実
施
に
向
け
て
諸
課
題
を
検

討
す
る
委
員
会
の
設
置
が
必
要
だ

と
思
う
が
、
設
置
の
時
期
は
。�

小
学
校
で
３
泊
４
日
の
宿
泊
体
験

学
習
を
実
施
す
る
年
度
は
。

　

教
育
長　
�
本
年　

月
頃
、
各

10

学
校
や
関
連
課
等
の
代
表
者
で
構

成
す
る
実
施
の
た
め
の
検
討
委
員

会
を
設
置
す
る
。�
市
教
育
委
員

会
と
し
て
は
、
平
成　

年
度
の
実

17

施
を
目
途
と
し
た
い
。

　
�
中
学
校
の
部
活
動
充
実
の
た

め
、
外
部
指
導
員
の
一
層
の
活
用

を
提
案
す
る
。

　

教
育
部
長　

外
部
指
導
員
の
配

置
さ
れ
て
い
な
い
部
も
あ
る
の
で
、

学
校
に
照
会
し
、
支
援
し
た
い
。

■
社
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ン
ク
を
要
望
。

小
学
校
の
自
然
体
験
学
習

３
泊
４
日
の
実
現
を

関
根
優
司
（
日
本
共
産
党
）

　
�
都
は
超
高
層
ビ
ル
と
大
型
幹

線
道
路
優
先
の
都
市
再
生
に
膨
大

な
財
源
を
つ
ぎ
込
み
借
金
を
増
や

し
な
が
ら
、
す
べ
て
の
施
策
の
見

直
し
、
特
に
市
町
村
へ
の
補
助
金

の
切
り
捨
て
の
方
針
を
打
ち
出
し

た
。
小
金
井
市
へ
の
影
響
は
。

　

財
政
課
長　

今
年
度
予
算
で
都

の
補
助
金
等
は
約　

億
円
で
す
が
、

30

そ
の
内　

億
円
が
都
の
検
討
項
目

26

に
入
っ
て
い
る
。

　
�
都
に
対
し
て
直
接
厳
し
い
声

を
上
げ
よ
。

　

財
政
課
長　

多
摩
の
各
市
と
足

並
み
を
そ
ろ
え
て
対
応
し
た
い
。

　
�
地
方
交
付
税
も
不
交
付
に
な

り
都
の
補
助
金
も
大
幅
に
削
減
さ

れ
る
。
こ
れ
だ
け
削
減
さ
れ
て
き

た
ら
市
政
全
般
の
ど
こ
に
重
点
を

置
く
の
か
。
市
民
の
暮
ら
し
を
守

る
と
い
う
こ
と
が
当
然
大
前
提
。

市
民
生
活
に
か
か
わ
る
施
策
を
守

る
た
め
、
武
蔵
小
金
井
駅
南
口
再

開
発
に
大
金
を
投
入
す
る
計
画
を

見
直
せ
。
市
役
所
も
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
も
ジ
ャ
ノ
メ
跡
地
に
建
て

た
方
が
安
く
建
て
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
。

　

企
画
財
政
部
長　

駅
周
辺
の
ま

ち
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
て
法

人
市
民
税
や
固
定
資
産
税
の
税
収

を
確
保
し
た
い
。

　

市
長　

ま
ち
づ
く
り
は
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
ど
お
り
に
や
り
た
い
。

都
の
区
市
町
村
へ
の

補
助
金
切
り
捨
て
に
つ
い
て

建て替え予定の東小金井駅開設記念館

高架化工事が進む武蔵小金井駅周辺
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